
    

 

 

 

 

                     

伝えたい思い                校長 岩井 一雄 

 

秋の深まりとともに、校庭の木々の葉もよい色づきを見せる頃となりました。 

それとともに、ダンスフェスティバルが佳境を迎えています。コロナ禍、昨年に続き学年ごとの分散開

催となったダンスフェスティバルですが、子供たちは一つ一つの動きに磨きをかけ、動きを工夫し、ベス

トを尽くしております。 

先日、６年生が「Permission to Dance」の練習を進めていたところ、下校する低・中学年の子供たち

が通りかかりました。子供の中から「はっ！」と息を飲む声が聞こえ、次いで「すごい。そろっている。」

とのつぶやきが聞こえました。一生懸命に取り組む姿は、理屈抜きで人の心を打つことを実感しました。 

私たち大人も、かつて運動会でダンスをしたことがあったかと思います。始まる前の緊張感、曲が始ま

り一心に体を動かしたときの無我夢中さ、終盤近くになると、もう体がいうことをきかなくなってくる

もどかしさ、終了後にようやく戻ってくる人心地、達成感・・・。これらを経験したことがあるのではな

いかと思います。だから、自分は踊っていなくても、子供たちの演技に共感できるのかもしれないと、ふ

と思いを新たにしました。子供たちの活躍を励ましてあげてください。 

すでに本番を迎えた学年の保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。また、４日に本番を迎える

３・４年生保護者の皆様、ご声援よろしくお願いいたします。 

さて、校舎内に目を移すと鮮やかな図工の作品が目に留まるようになるとともに、楽器の響きが聞こ

えてくるようになりました。今、校内では来る１１月２０日（土）・２７日（土）に保護者鑑賞日を迎え

る学習発表会に向けての準備も進められております。 

緊急事態宣言による短縮授業の実施や活動の制限等により、作品作りや楽曲の練習の時間が限られる

中でしたが、一人一人の個性、思い、もっている輝きを作品や楽曲に込めて表現させたい、という願いを

込めて以下のテーマのもと、取り組みを進めてまいりました。 

 

・図工科 Ｃｒｅａｔｅ ｙｏｕｒｓｅｌｆ ｎｏｗ   ～ 今を創る ～ 

・家庭科 Ｆｕｌｌ ｏｆ ｓｍｉｌｅ         ～ 笑顔いっぱい ～ 

・音楽科 Ｈｅａｒｔ ｔｏ Ｈｅａｒｔ        ～ 心から心へ ～ 

 

学習発表会当日は、田二小の子供たちが心を込めて作り上げた作品と楽曲をご鑑賞いただき、そのあ

ふれる思い、創造のエネルギーを感じていただければ幸いです。 
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１１月の生活目標「係や当番の仕事をしっかりしよう」 

学校では、学習や生活の中で、様々な個性の友達と関わり、自分と違う人を認め合いながら活動

を行います。そして、そのことによって、少しずつ他者を認められる広い心が育っていきます。子

供たちには、係や当番の仕事にしっかり取り組ませていく中で、このような心も育てていきたいと

考えています。 


